第27回日本医学会総会企画展示 特別プログラム

第2回未来医療公開市民シンポジウム－人の尊厳と医療の品格－
（第6回未来医療交流会）
～「いのち」の不思議、「ひと」の尊さ、「ゆめ」の実現～
日　時：2007年4月6日（金） 17:30～20:00（開場17:00）
場　所：シアターBRAVA! （大阪ビジネスパーク）
主　催：大阪大学「未来医療交流会」
大阪大学医学部附属病院

協　賛：株式会社アライト

後　援：大阪府、大阪府教育委員会、近畿経済産業局、独立行政法人医薬基盤研究所、
NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議、彩都建設推進協議会、
大阪医薬品協会、大阪商工会議所、国際文化公園都市株式会社、
特定非営利活動法人青い銀杏の会、
21世紀COE「細胞・組織の統合制御に向けた総合拠点形成」
参加費：無料（先着1,000名様）
＜プログラム＞
座長：宮原秀夫

　　　　　大阪大学　総長

演者：鷲田清一（臨床哲学の立場から）

大阪大学　理事・副学長
浅田　稔（工学の立場から）：
　　　　　大阪大学大学院工学研究科 知能・機能創成工学専攻　教授
川崎和男（デザインの立場から）
　　　　　大阪大学コミュニケーションデザイン・センター　教授

澤　芳樹（医療の立場から）
　　　　　大阪大学医学部附属病院未来医療センター　センター長
特別発言：武田　裕
　　　　　第27回日本医学会総会企画展示　委員長
◆ 未来医療公開市民シンポジウム事務局
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第2回未来医療公開市民シンポジウム－人の尊厳と医療の品格－

（第6回未来医療交流会）

～「いのち」の不思議、「ひと」の尊さ、「ゆめ」の実現～

＜開催趣旨＞

　科学としての医学の進歩がめざましい現在、人に幸せをもたらす医療、社会に貢献する医療とは何かが真に問われています。

　今回、第27回日本医学会総会企画展示特別プログラムとして、今日医療において問われている、「人の尊厳と医療の品格」について、未来を担う若い方々を交えた双方向性のコミュニケーションをもちたいと願い、第2回未来医療公開市民シンポジウムを企画いたしました。

いのちの不思議を知り、ひとのいのちを尊び、希望ある未来への夢の実現に向けて、①大阪大学が取り組む未来医療の提案、②身体性(holistic, inclusive)という観点から、いのち、生きる、医療を考える、③市民社会へのloyalty、④知性・感性・テクノロジー・デザイン・コミュニケーション力の融合されたかっこいい総合医療への提案（ダンディズム）、⑤国際的な理解と共働に向けた設計図、などに関して、既存の分野を超え、世代を超えて感じあえる対話の場を提供できればと考えています。

　大阪大学の医学の歴史は緒方洪庵に遡ります。蘭学者であり、医師であり、教育者であった洪庵は、組織的教育システムの構築に尽力し、多くの優れた人材を輩出しました。

　医師としての洪庵は、コレラの病理・治療・予防法を書いた「虎狼痢治準」などを著したほか、道修町に除痘館を開き、種痘事業の発展に尽くすなど、医療を体系化し、公衆衛生や治療法の標準化・普及に努めました。これは、医療の産業化を通して、最先端の治療を一般的な治療法として普及させていこうとする現在の医工・産学連携による医療産業化推進活動の試みに通じるものであると考えます。

　さらに私たちは、鉄腕アトムを代表とする、ロボットと人とが共生する社会を予言した手塚治虫を先輩に持ちます。彼が予言した社会は今実現されつつあります。

　私たちは、その歴史の流れの最先端に立って、いまだ治療法のない疾病克服に挑戦しながら、同時に、人の尊厳を包み込む医療環境の開発を追及しています。

緒方洪庵や手塚治虫という先輩が作り出した流れの最先端に私たちがいるように、私たちや次代を担う若い人たちは、未来への流れをつくるべき位置に立っていると思うのです。

「地域に生き世界に伸びる」大阪大学の基本理念は、具体性をもって、外国人居住者の方々にも理解してほしいと思い、講演者のご協力のもと、在阪外国総領事館などの協力を仰ぎながら、ともに地域に暮らす外国人の方々や、国際的視野で医療への取り組みを進めようする外国機関関係者の皆さまとも、共通の話題で時間と空間を共有できるよう工夫し、大阪大学から世界に向けて情報を発信していきたいと考えています。

　開催趣旨をご理解いただき、ご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

